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 07:15峠発 
 07:55～8:05大洞雄岳 
 08:15～30 雌岳頂上 
 08:50 大洞キャンプ場

豊明 IC→久居 IC→ 
 06:45 松坂市仁柿峠登
山口着 

 07:05登山口発 

▲ 
県道 15号 

②尼ヶ岳 958m 

倉骨峠 
報告〉   

ダー所見〉 

万分の１地図：

 

           

 宮前,倶留尊山 

→東海自然歩道トラバ

ースルート 
 09:20倉骨峠着 
 バイク移動→芸農 IC→
豊明 IC→14:00自宅着

 
 
 

     今年 2回目の登山は、行動
で誰にも会わなかったが、動物には結

、鶯と二回（計 3 頭）鹿に出会ったし
倉骨峠では、とんびがくるりと輪を描

さびしくない。次はどこへ行こうと想

にもどった。歩道は、苔むした石畳で

。今回は、伊勢と伊賀の秀峰を二つも

登れてよかった。局は伊勢槍ヶ岳、尼

な山だった。「ほろ酔った 峠の月も

「尼さんも 局もうらら

   朝 3 時過ぎに自宅出発し豊明か
:45仁柿峠奥の登山口に着く、ベンチと
般と健脚コースあり、ポピュラーな一

数が書いある。よく整備されたゆるや

でた。休憩の後さらに急登になり、8:
た道を戻り登山口 9:40着。バイクで移
ヶ岳に登る。お椀を伏せたような山で

尼ヶ岳頂上着。来た道を戻り峠 13:45
飲み 20 時就寝。3/4 晴れ、テントをた
登を越え、雄岳頂上 7:55 着。展望よ
岳着。昨日と今日 4つのピーク共にひ

 08:05～15稜線休憩 
 08:30～50 局ヶ岳頂上 
 09:40 登山口着 
 バイク移動食料買出し 
 12:00倉骨峠着 
 12:15峠発 
 12:25～30大タワ休憩 
 13:05～20尼ヶ岳頂上 

大洞雄岳 1013m 
 
洞雌岳 985m 
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リースペース 

06.01.0

 
 
 

を早め早めに行ったため、

構出会えたと思う。局ヶ

、水平歩道では、りすを

いていた。それなりに単

いをめぐらす。 

、江戸時代ごろのものの

登れて、おまけに大洞雄

は伊賀富士の別名のある

 赤い振り」 
一人旅」 小夜野 

ら湾岸道～伊勢自動車道の久居 IC で降り、旧美杉村へ向か
トイレがあり、木の丸太橋を渡り尾根に取り付く。登山コー

般（尾根コース）を選ぶ。1から 18丁（頂上）まで 1丁目ご
かな尾根道を登る。9丁目を越して、急登となり 14.5丁で主
30局ヶ岳頂上着。展望はよく、松坂市や名張方面がよく見え
動し美杉八知にて買出し後、倉骨峠 12:00着。即、太タワ経
、最後の急登（階段上の土留め工事がしてあり、登り辛い）

着。峠の駐車場にひとりテントを張り、食事の後、月を友達

たみ 7:15 発、尼ヶ岳を背にして大洞山雄岳に向かう、四ノ
し、倶留尊山が正面に大きく見える。少し下って登り帰し 15
とり貸切。大洞キャンプ場に一旦下り、水平歩道を通って 

 13:45倉骨峠着 
 15:00テント設営 
 17:00食事 
 20:00就寝 
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